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〈佐賀県〉

〒842-0104 佐賀県神埼郡吉野ヶ里町三津166-13
☎0952-53-5822   URL：http://www.towardls.co.jp

株式会社トワード
【企業活動部門】

自社開発したエコドライブ推進システム「ECO-SAM」を用いることで、エコドライブの実践度合いを数値で確認、改善向上を
繰り返すことでエコドライブのPDCAを実現することができます。自社では取り組み前と比べ、使用燃料を約30％削減＝二
酸化炭素排出量30%を達成し現在も継続しております。

エコドライブの普及による二酸化炭素排出削減
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〈宮崎県〉

〒889-4602宮崎県都城市山田町中霧島1662
☎0986-29-4755   URL：http://www.takachiho-shirasu.co.jp/

高千穂シラス株式会社
【企業活動部門】

シラス台地は、25000年前、現在の鹿児島湾北部を火口とする姶良（あいら）カルデラの噴火で発生した巨大な火砕流によっ
て堆積したものです。当社はシラスを主原料とした、化学物質を含まない100％自然素材の塗壁材を開発し製造・販売して
います。シラスの粒子は複雑な形で内部には無数の穴が開いており、粒度が安定し、調湿作用、断熱作用などの優れた特性を
示すため省エネルギー建材としての性能を備えています。

シラス塗壁材で低炭素化社会の
ビジネスモデル構築
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〈大分県〉

〒871-0015 大分県中津市牛神362-1
☎0979-53-8880   URL：http://www.tplan0301.com

T・プラン株式会社
【企業活動部門】

今後、近距離走行において普及が見込まれる超小型電気自動車の走行をゼロエミッションで実現するため、太陽光発電によ
る蓄電池システムを備えた超小型電気自動車向け充電ステーション「青空コンセント」の開発を行いました。人に地域にや
さしいエコな乗り物には、エコなエネルギーを利用出来るインフラ構築を行い、エネルギーの地産地消を目指します。

エコな乗り物にはエコなエネルギーで
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〈東京都〉

〒182-0025 東京都中央区日本橋箱崎町19-21
☎050-3149-0162   URL：http://www-06.ibm.com/industries/jp/government/topics/PBG/

日本アイ ･ ビー ･ エム株式会社
【企業活動部門】

日本アイ・ビー・エムでは、不動産建設部門を中心とし、本社環境、営業、開発など各部門が連携し、エネルギー消費量削減の
活動を長年に渡り継続し大きな成果をあげてきました。特に、箱崎本社では、開設当初の1988年から現在まで、在籍従業員
が約5000名から約11000名に増加しましたが総エネルギー消費量は２分の１になりました。従業員一人当たりのエネルギー
消費量に換算すると、消費量で3分の１金額で４分の１まで低減させたことになります。この取り組みは今後も継続し、低炭
素化社会の実現に貢献していきたいと考えています。

日本IBM箱崎本社における25年間に渡る
エネルギー削減の取り組み
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